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名　　称 プスダ内の地形 イ　　ナ　　ウ ピシ ピシ内の地形
ウガム　　　a ピラツカ　　　　①
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からなることを意味するのだといえよう。サンゴ
礁域内には，海岸から礁池に至る，主にある程度
漁携活動に関して専門的なトレーニングを受けた
人々と関わりの深い空間と，村落の全ての人々が
日常的に関わる礁嶺という空問が存在するのであ
る。このように村落領域内のサンゴ礁域は，単純
に地形的特徴によって分類された空問ではなく，
土地の人々の関わり方の相違によって異なる2つ
の分類の構造をもつのである。
　以上のことから，本稿ではサンゴ礁域内の分類
の仕方を見ることによって，その空間にどういっ
た人々が深く関わっているのかを知ることができ
る，ということが確認できた。農民漁業を営む人々
は海に出ることをあまり好まず，むしろ海に背を
向けて生活しており，海への志向性は低いとされ
ている。たしかに外海へ出ることはほとんどない
ために，外海に対する志向性は非常に低いといえ
る。しかし内海つまりサンゴ礁域に対する志向性
はそれほど低いものではなく，さらにサンゴ礁域
内においても関わる人々が異なるために海を志向
するその志向の仕方に差異が見られることが明ら
かになった。このことからサンゴ礁域に関するこ
れまでの研究のなかにいくつかの問題点ないし疑
問点を見いだすことができる。
　まず第ユ点目は，多辺田政弘による「イノーは
海の畑」（多辺田1990：244）という定義である。
この中における「イノー」とは沖縄本島における
一般的な言葉で，友利におけるイナウに相当し，
「畑」は陸上の耕作地を意味するものと思われる。
というのは，多辺田はイノーを論じる際にヒシ（干
瀬）との明確な区別を行なっていないからである。
だがとりあえず，それが土地の人々と緊密な関係
にある自然環境という点では，たしかにイノーは
畑的な性格をもっている。そこが人々の生活に深
く関わる生産の場であるという意味では両者とも
同じである。しかし，その関わり方は質的に異なっ
ている。畑が土地の人々による日常的な自然環境
への積極的な働きかけ，つまり世話と管理を必要
とする耕作地であるのに対し，イノーにおいては
必ずしもそれらを必要としない採集地である。ま
た，多辺田説では畑とイノーに関する民俗分類の
体系には全く触れられていない。さらにいえばサ
ンゴ礁域が一つではなく，複数の分類体系をなす
空間である事も考慮されていないのである。これ
らのことから，この「イノーは海の畑」という定
義は少し早計であると言わざるをえない。敢えて
言えば，多辺田説の意味するところはイノーでは
なく，むしろピシ（干瀬）の性質になろう。
　第2点目は，村落空問におけるサンゴ礁域の位
置づけである。この村落空間の問題については福
田アジオと村武精一の研究がその代表として挙げ
られよう。福田は『時間の民俗学・空間の民俗学』
の中で，山間の農村を対象に村落空間をI・「民
居の一集団」，1・「耕作する田畑」，皿・「利用
する山林原野」という三重の空間構成として考え
ていると述ぺている（福田1989：1！0，図5－1
参照）。つまり村落は定住地，生産地，採集地の
3つの空間からなるというのである。しかし，こ
の説明ではサンゴ礁域が3つの空問の内，どれに
属すのかを明らかにすることはきない。我が国は
まわりを海に囲まれており，村落の形態は農村や
山村のみではなく漁村や海村も数多く存在する。
村落空間の問題について言及する場合には，漁
村・海村の空間構成も考慮されなければならない
であろう。
　これに対して村武精一は，琉球の祭祀的世界と
しての村落の空問認識を図5－2のように概念化
している（村武1984：！87，図5－2参照）。村
武は自己を取りまく村落空間を，家・ヤシキ，集
落，耕地・サンゴ礁，あの世と4つの空問から構
成されるとする。基本的な空間構成は前掲の福田
のものと同じであるが，村武はIの「ムラ」定住
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生産地の中にサンゴ礁も含めて考えている点にお
いてその違いを見ることができる。
　村武説では，耕地とサンゴ礁域は生活空間とし
てひとつのカテゴリーに分類されている。この分
類は祭祀的世界として捉えた空間の概念であり，
その意味からすれば妥当であるかもしれない。そ
して，たしかに耕地とサンゴ礁域は生活空問であ
り土地の人々の生活の舞台である。しかし，具体
的な人々と自然環境との関わりという観点からす
れば，これまで見てきたように，これらの間には
分類の構造に相違があり，またサンゴ礁域内も海
岸から礁池までと礁嶺という生活圏として異なる
2つの空間からなる。これらのことを考慮すると，
耕地とサンゴ礁域を単純にひとつのカテゴリーと
して処理することはできないであろう。
　第3点目は，サンゴ礁域空間における土地の
人々の行動の範囲についてである。耕地の場合は
村落の所有の範囲が明確であり，日常的な人々の
行動の範囲もこれによって制限される。サンゴ礁
域についても，前章で見てきたよう・に村落として
の境界は存在し，他村落とは明確に区別されてい
る。このことについては，明治36年（1903）の「沖
縄県沿海漁場ノ処分二関スル意見」に「本県各間
切島ハ古来其他先海ヲ自己ノ所有ノ如ク心得テ殆
ド之ヲ占有シ他所轄人民ハ相当ノ報償ヲ払ウニア
ラサレハ漁業ヲ営ムコトヲ許サザルハー般ノ慣例
ナリ」（仲吉1903：513）とあるように，一般に
サンゴ礁域はその村落の所有の空間として，土地
の人々に認識されているのである。またこの記述
からは，この占有意識は相当に強いことも窺われ
る。そうであるなら，人々の日常的な行動の範囲
も村落の領域によって厳しく制限されているはず
である。しかしながら友利では事情が異なり，サ
ンゴ礁域に村落としての明確な境界はあっても，
人々は比較的自由に他村落の領域まで行き漁携活
動を行なっているようである。前掲の「沖縄県沿
海漁場ノ処分二関スル意見」において記述の対象
となった地域は沖縄本島及びその周辺離島であっ
て，沖縄本島から遠く離れた宮古島は含まれてい
ない。（6）友利の古老達の話によれば，現在もそう
であるが，彼らが幼少の時代に，既にその親達は
村落外のサンゴ礁域へ行き，’追い込み漁や潮干狩
などを行っていたのだという。このことに関する
他村落の資料が手元にないために断定はできない
が，サンゴ礁域は事実上村落を越えた，陸上の耕
地と比較すれば土地の人々にとって，より自由な
空間であったであろうという可能性だけは指摘し
ておきたい。
　友利の人々は独自の方法でサンゴ礁域を分類し
ており，その分類の違いは関わる人々の違いを意
味している。このことは視点をかえれば，サンゴ
礁域という自然環境を媒体をする，土地の人々に
よる彼ら自身の認識であり分類であるとも考えら
れる。場所によって関わる人々が異なるというこ
とは，逆に言えば関わる場所につレニて，人が人を
分類する仕方が異なるということであり，彼らの
杜会関係にも深く関わっているということにな
る。そして民俗分類によって人々の動きを描きだ
すことも可能である。この点において，民俗分類
を見ることが自然認識の方法のみならず，社会関
係を解明することにおいても有効であることが理
解されよう。
　人が人を区別することと自然環境の民俗分類の
間の相関関係が具体的に表れている例として，漁
民または主に漁携活動によって生計を立てている
人に対する差別的意識の存在を挙げることができ
る。友利では殆どの人が海藻や魚介類の捕獲・採
集など何らかの形でサンゴ礁域と関わりをもって
いる。しかし，このことについては第4章でも触
れたように，友利の人々が等しくサンゴ礁域と関
わるのでなく，イナウは漁に関して特殊なトレー
ニングを受けた人々が，一方ピシは村落内の誰も
が関わる空問だという差異が見られる。友利にお
いても多くの農民漁業の村落と同様に人々の経済
的基盤は農業であり，魚獲りを得意とする人は少
数である。そして彼らは他の人々から蔑視される
傾向にある。村落の殆ど全ての人がサンゴ礁域を
生活の舞台としているにもかかわらず，漁に長け
た人，つまりイナウに深く関わっている人に対す
一214一
るこの差別的意識は，民俗分類と社会関係との関
連性を示すものであろう。
　現在までのところ，民俗分類（folk　taxonomy）
は認識人類学の中心的方法となっている。そして
その対象としては，動植物や色彩がその主たるも
のであってきた。松井健の主張にもあるように，
たしかに自然認識の人類学のために民俗分類は有
効であろう。しかし，人が人をどのように分類し，
そしてその人がどのような人間として認識される
のかを見る場合にも有効なものだと考えられる。
　今後は，南島における農業ξ漁業両方の生業形
態をもつ農民漁業，いわゆる半農半漁の村落とし
て捉えられている杜会について，漁携民俗と合わ
せて民俗分類も取り上げながら土地の人々と海の
関係について考察して行きたい。一般には沖縄の
海の文化については糸満漁民などの海洋民的性格
が取り上げられてきたが，それらはごく一部の特
殊な側面であって，普通に数多く存在する半農半
漁の村落にこそ沖縄の基層文化があるものだと信
じる。それらを踏まえて，漁民，漁村の類型も試
みたいと考えている。
　　　　　　　　　　註
（1）亀山慶一，野口武徳らの仕事が代表的なもの
　である。
（2）事情は日本本土の漁村研究の状態とほぼ同じ
　で，特にサンゴ礁海域の海村については，むし
　ろ地理学や経済学の研究者による仕事が優勢だ
　といえる。
（3）仲原は行政的のみならず，村落の祭祀的にも
　経済的にも独立している。
（4）ムトゥとは宮古島全島にみられる祭祀集団で
　ある。友利にはユ2のムトゥがある。
（5）沖縄本島では一般にアブシバレーと呼ばれる
　農作物につく害虫の駆除を目的とした儀礼で，
　カタッムリやバッタを焼いて海岸から海へ流す。
（6）対象となっているのは，現在の那覇市の泊，
　若狭，小禄，豊見城，本部町，佐敷町，及び渡
　嘉敷村慶良間島である。
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